
わたしはこんなひとです。

『海辺の図書館 物語』井上きみどりより
https://kimidori-inoue.com/bookcafe/category/book/umibe/

 海辺の図書館

 フカヌマビーチクリーン

 MULU（みちのく図書館員連合）

 図書館総合展運営協力委員

 ビブリオバトル普及委員

 聖和学園短期大学非常勤講師

 株式会社 紀伊國屋書店



2023.06.25 saveMLAK報告会2023 ～社会教育・文化施設の救援・復興支援～

図書館体操から

へ
～東日本大震災から12年間、何が残り何が失われつつあるのか～



地図：国土地理院（https://maps.gsi.go.jp/#5/36.104611/140.084556/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1）※2022月11月4日にアクセス

荒浜地域の概要（人口総数：2,593人 世帯数：786世帯 ※平成22年国勢調査）



2011年3月11日に発生した東日本大震災から1週間後の自宅





















ここまでのまとめ

1. 東日本大震災の津波によって、自宅が流された。

2. 図書館好きとして、復旧作業中に「図書館体操」を思いつく。

3. 故郷でできることを模索している中で生まれた「海辺の図書館」。



海辺の図書館の目標



海辺の図書館の目標①失われてしまった地域の歴史、文化の記録

海岸公園センターハウスと連携、高校生向けに海水からの塩づくりをレクチャー



海辺の図書館の目標②地域の伝統を継承するイベント等の実施

海辺に生息するスナガニの捕り方や生活との関わりを伝える



海辺の図書館の目標 ③元住民や来訪者が地域と繋がれる場づくり

老若男女、誰もが気軽に参加できる海岸清掃「深沼ビーチクリーン」



海辺の図書館の取り組み



海辺の写真展



2023年3月11日 海辺の屋台図書館



卒論発表会



対日理解促進交流プログラム



他人事 自分事

被災地支援として荒浜を訪れたが、庄子より「ここで、何かやりたいこ
とないですか？」と問いかけられたことによる意識の変化。

個人の好きを起点に～関わり代の醸成～



最終章│何が残り、何が失われつつあるのか



市民活動応援賞授賞
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失われたのは非日常

残ったのは…



これまで伝えてきた人、これか
ら伝えたい人の受け皿として、
忘却に抗い続ける。

継続
伝え続けること

余白
関わる続けること

当事者だけでなく、誰もが関わ
れる「場」とそれを受け入れる
「人」が必要。

これからの課題







ありがとうございました。

ぜひビールを飲みきてください！


